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ひみつ１  人穴
ひとあな

富士講
ふ じ こ う

遺跡
い せ き

って なに 

人穴富士講遺跡は、富士山世界文化遺産の構成
こうせい

資産
しさん

のひとつです。 

戦国時代から江戸時代のはじめにかけて、長谷川
は せ が わ

角
かく

行
ぎょう

は、人穴の洞
どう

くつにこもってきびしい修行をおこない

ました。角行のおこしたあたらしい富士山信仰
しんこう

には多くの弟子
で し

が集まり、角行を開祖
かいそ

とする信仰が生まれました。

のちにはそれは富士講
ふ じ こ う

と呼ばれます。 

富士講は江戸時代中期になると盛
さか

んになり、講
こう

の人たちは、富士吉田
よしだ

口
ぐち

から富士山に登りました。中には、そ

の後人穴を訪れ、参詣
さんけい

・修行
しゅぎょう

をする人たちもいました。人穴は、開祖である角行の修行した場所であり、入 寂
にゅうじゃく

の浄土
じょうど

でもあることから、信仰の大事な場所でした。 

富士講の人たちは、開祖である角行や六代目である弟子
で し

の身
み

禄
ろく

、先達
せんだつ

らを供養
くよう

するための石碑
せきひ

や登拝
とはい

回数を称
たた

えた記念碑、道案内などの石碑を建
た

てました。それらの石碑は、人穴地区以外のものを含め全部で 260基
き

ほどあ

ります。これらを調査すると、江戸時代の中ころから始まり、昭和初期まで続いた富士講の人穴参詣のようすが

わかります。そこからは、富士山にあこがれ、富士山に祈
いの

った江戸
え ど

の人びとのくらしが見えます。 

人穴では、御法家
ご ほ う け

とよばれた赤池家が、参詣の案内や休憩
きゅうけい

・宿泊
しゅくはく

の世話をしました。また、人穴にかかわる

物語を印刷
いんさつ

したり、参詣の記念品
きねんひん

を作ったりしていました。 

 

◇ことばの説明

開祖
かいそ

…仏教
ぶっきょう

で、その宗派
しゅうは

をはじめた人。入 寂
にゅうじゃく

…僧
そう

が死
し

ぬこと。   

浄土
じょうど

…仏教で、仏
ほとけ

やぼさつがいるという、罪
つみ

やけがれのない国。 

参詣
さんけい

…神仏におまいりすること。先達
せんだつ

…富士登山で、先に立って案内する人。 
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ひみつ２  角行は なぜ人穴をえらんだの ? 

           どんな修行をしたの? 

長谷川角行は長崎
ながさき

の生まれで、世の中の人びとを救
すく

うこころざしを立て、諸国巡礼
じゅんれい

の旅
たび

に出たといいま

す。そして、岩手県のある洞
どう

くつで修行しているとこ

ろ役
えんの

行者
ぎょうじゃ

のお告げにより、人穴で修行するようにな

ったと伝
つた

えられています。 

 そのころ、人穴は「西の浄土
じょうど

」と呼ばれ、浅間
せんげん

大菩薩
だいぼさつ

が住んでいる場所と考えられていました。 

 伝説によれば、角行がおこなった修行は、白糸の滝

で身を清めた後、人穴の洞くつに入って一日に何時間

も角材の小口
こぐち

の上に爪先立
つまさきだ

ちするものであり、その

苦行
くぎょう

を一千日間行ったといわれています。 

こうしていっしょうけんめい修行した角行は、浅間

大菩薩から角行という名前をつけてもらったそうです。 

その後も、角行は富士登拝
とはい

や水行をくり返し、きび

しい修行を重ねたのでしょう。 

   

 

 

修行中の長谷川角行  

 

◇ことばの説明 

巡礼
じゅんれい

…宗教のうえでとうといとされる場所や、あ

ちこちの神社や寺をまわっておがむこと。 

役
えんの

行者
ぎょうじゃ

…修験
しゅげん

道
どう

の開祖とされる人物。修験道は

けわしい山で修行することで、超自然的
ちょうしぜんてき

な力をつけ

ることを考えていた。 

浅間
せんげん

大菩薩
だいぼさつ

…神道ではコノハナサクヤヒメとされ

ていたが、仏教では浅間
せんげん

大菩薩
だいぼさつ

と呼ばれていた。 

ひみつ３  人穴は、浅間大菩薩の御在所 

  

吾妻
あづま

鏡
かがみ

に、人穴の話がでてきます。 

鎌倉
かまくら

幕府
ばくふ

の２代将軍
しょうぐん

の源 頼 家
みなもとのよりいえ

が富士の巻
まき

狩
が

り

をしたときに、人穴という洞くつがあることを知り、

家来
けらい

の新田四郎
にったしろう

忠
ただ

常
つね

に人穴の探検
たんけん

をさせました。 

忠常は勇気
ゆうき

をだして６人の家来
けらい

とともに洞くつに入

っていきました。洞くつの中は１日歩いても奥が深く

おそろしいところで、そのうちに大きな河
かわ

が立ちはだ

かり先に進めなくなり、その対岸
たいがん

から火の光があたり、

４人の家来が死んでしまいます。忠常は霊
れい

のおしえに

より頼家からたまわった剣
けん

を河に投げ入れ難
なん

を逃
のが

れ

たという話です。 

室町時代になって、この話をもとに「富士の人穴
ひとあな

草紙
ぞうし

」という本がつくられ、多くの人に読まれました。

その本の中では、忠常が浅間大菩薩に出会って地獄の

話を聞く場面が出てきます。この話がたいへん話題に

なり、いつしか人穴は浅間大菩薩の御在所
ございしょ

(すんでいる

ところ)と考えられ、「西の浄土」とも呼ばれるように

なりました。 

 

新田四郎忠常が浅間大菩薩(コノハナサクヤヒメ)に出会っている場面 

 

◇ことばの説明 

吾妻
あづま

鏡
かがみ

…1180年から1266年までの鎌倉幕府の歴史にか 

かわる内容をまとめた書物。 
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ひみつ４  富士講がさかんになった理由 ? 

 

ひみつ 5  赤池家はどんなことをしたの ? 

角行が死んだ後、角行を開祖
かいそ

とする富士山信仰が

江戸の地に根
ね

を下
お

ろしました。  

その後、角行の教えを引
ひ

き継
つ

いだ藤原
ふじわら

光
こう

清
せい

や食
じき

行
ぎょう

身
み

禄
ろく

が、富士山信仰をさらに大きな組織にしま

した。 

食行身禄は「おふせぎ」などの修験道的な方法で

病気をなおし、江戸で信者を集めました。その後、

身禄は自分の信仰をつらぬくために富士山烏帽子
え ぼ し

岳
だけ

で断食
だんじき

の修行をして、そのままミイラ仏となりま

した。その教えを受け継いだ弟子たちは布教
ふきょう

活動
かつどう

を

熱心に行い、仲間をふやし、身禄の 33回忌
かいき

のころに

は江戸
え ど

八百八講
はっぴゃくやこう

といわれたほど大きくなっていま

した。このころから、江戸で広がった富士山信仰を

富士講と呼ぶようになりました。身禄の教えは、だ

れでもいっしょうけんめい努力すれば成功できると

いう、それまでにはない新しい考え方を富士山信仰

の中に示しました。その教えは、身分
みぶん

や男女にかか

わりなく受け入れられ、富士講の仲間がたくさんふ

えました。 

富士講がさかんになったのは、講
こう

というしくみが

できたことと、江戸の人たちの富士山へのあこがれ

が信仰に変
か

わっていったことがあげられます。 

 

「富岳
ふがく

三十六景
さんじゅうろくけい

 五百
ごひゃく

羅漢寺
ら か ん じ

 三匝堂
さんそうどう

」 葛飾
かつしか

北斎
ほくさい

 

(江戸の人々は、富士山をながめ、いつか登ってみたいと

いう思いをふくらめました。) 

◇ことばの説明 

江戸
え ど

八百八講
はっぴゃくやこう

…江戸八百八町は、江戸に町が多数

あることをいうことばです。江戸幕府が開かれたこ

ろは、三百余町でしたが、江戸中期には千町をこえ

ていました。 

 赤池家は、富士講の人たちが人穴参詣にやってくる

ようになると、御法家とよばれ、修行の世話や、参詣

者の休憩
きゅうけい

や宿泊
しゅくはく

ができるようにしました。 

 

昔の赤池家の写真 

御法家赤池家では、参詣の記念品として、角行の

お札
ふだ

や御
お

あかをつくったり、角行にかかわる書物
しょもつ

や

「富士人穴物語」、「富士山人穴
ひとあな

双子
ぞうし

」の本などを木

版で印刷したりしました。これらは、参詣に来られ

ない仲間
なかま

への土産
みやげ

となりました。 

また、開祖や先達のための供養碑や記念碑をたて

る手伝いもしました。富士講の人たちは、それぞれ

の団体ごとに供養碑や参拝記念碑を建てました。そ

れが人穴富士講遺跡として今に伝わっています。 

◇ことばの説明 

御法家
ご ほ う け

…赤池家では、自
みずか

ら角
かく

行
ぎょう

尊師
そんし

御法家
ご ほ う け

と名の 

り、富士講の人たちの参拝や修行の世話をし、休憩

や宿泊のためのしせつを守ってきました。 

御
お

あか…人穴の洞くつの水底にたまった土からつ

くったといわれる薬で、万病
まんびょう

にきくといわれた。 

「富士人穴物語」、「富士山人穴
ひとあな

双子
ぞうし

」…忠常が浅間

大菩薩に会って、地獄の話を聞く話。いまでも赤池

家に版木
はんぎ

が大切に保存されています。 

 

ひみつ６  明治時代になると人穴浅間神社

となる  

 江戸時代までは、人穴に来た人たちは大日堂
だいにちどう

に参

詣していましたが、明治時代になると大日堂は取り

こわされ、浅間神社が建
た

てられます。 
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まめ知識    人穴浅間神社は疎開
そ か い

して 

芝山浅間神社をつくった 

 

昭和17年、上井出に陸軍
りくぐん

少年
しょうねん

戦車
せんしゃ

兵
へい

学校がつ

くられました。その結果、人穴が戦車の訓練場
くんれんじょう

に

なったため、人穴の人たちは移住
いじゅう

させられました。 

人穴地区89戸
こ

のうち38戸の人たちが、集団
しゅうだん

で

芝山に引
ひ

っ越
こ

しました。そして、人穴の浅間神社も

いっしょに引っ越しました。 

御法家
ご ほ う け

の赤池家は北山に移
うつ

りましたが、人穴にあ

った赤池家の門(３ページの写真)や富士講にかかわ

る資料を今も大切に保存しています。 

戦争が終わって、人穴へ浅間神社は戻り、新築
しんちく

さ

れましたが、芝山に移された人穴浅間神社の建物は

芝山浅間神社として、芝山の人たちによって大切に

守られています。 

 

 

芝山浅間神社 
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